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当社のコーポレート・ガバナンスの状況は以下のとおりです。

Ⅰコーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方及び資本構成、企業属性その他の基本情報

１．基本的な考え方

当社グループは、下記を経営理念としております。

　　永　永続的な発展を使命とする

　　徳　自利利他の精神をもって事を為す

　　環　社会との繋がりを大切にする

当社は、経営理念を実践し企業価値を高めるために、コーポレート・ガバナンス体制の充実を経営の重要課題の一つと認識し、透明性・健全性・
効率性の高い経営体制の確立に努めてまいります。

【コーポレートガバナンス・コードの各原則を実施しない理由】

【補充原則１-２-４】

現在、機関投資家、海外投資家の比率を勘案し、議決権電子行使の採用及び株主総会招集通知の英訳は行っておりませんが、今後、海外投資
家等の比率の推移を踏まえ、導入の必要性について検討してまいります。

【補充原則４-１-３】

当社は、最高経営責任者等の後継者の計画を重要な経営課題の一つであると認識し、今後、取締役会を中心に、幹部社員や経営陣の育成計画
の策定を検討してまいります。

【補充原則４-２-１】

当社は既にストックオプション制度や譲渡制限付株式を交付する株式報酬制度を導入しておりますが、中長期的な業績連動報酬は採用しており
ません。今後、持続的な成長に向け、中長期的なインセンティブが機能する報酬体系についての検討を行ってまいります。

【補充原則４-１０-１】

当社は取締役11名のうち３名が独立社外取締役であり、取締役会の過半数に達しておりませんが、指名・報酬などの検討をする任意の諮問委員
会等を設置しておりません。今後、指名・報酬などの特に重要な事項に関して、独立社外取締役の適切な関与・助言を得るための任意の仕組み
について検討してまいります。

【コーポレートガバナンス・コードの各原則に基づく開示】

【原則１-３】

［資本政策の基本的な方針］

当社は、事業推進にあたって、2019年７月期から2021年７月期までの中期経営計画で株主資本利益率（ROE）10％以上（３年平均）を数値目標とし
ております。また、ネットD/Eレシオ1.5～2.5倍を目安にコントロールし、借入期間の最適化、調達資金の多様化を推進し、株主資本の有効活用を
目指しつつ、安定的に成長資金を調達できる強固な財務基盤の確保を目指すことで、最適な資本構成の構築を図ってまいります。

［株主還元に関する基本方針］

当社は、継続的かつ安定的な配当を実施するとともに、事業の発展及び経営基盤の強化に必要な内部留保を充実させていくことを基本方針とし
ております。

上記に基づき「長期経営方針」（2016年９月12日発表）で、ストックビジネスである不動産管理事業とアセットマネジメント事業で得られた利益の
50％を配当目標とし、フロービジネスである物流投資事業で得られた利益は物流施設開発やストックビジネス強化のためのM&A等への再投資や
自己株式取得等に活用する方針を公表しております。

今後の剰余金の配当につきましては、上記の方針に基づき、中長期的な視点で業績や財務状況、投資計画の状況を考慮した上で、ストックビジ
ネスである不動産管理事業及びアセットマネジメント事業で得られた利益を原資として、株主の皆様への利益還元に取り組んでいく方針でありま
す。

【原則１-４】

当社は、事業推進のうえで発生する協力関係の維持または強化、および事業機会の創出のために必要と判断される企業の株式を保有する方針
です。また、保有株式については、個別銘柄ごとに適宜取得、保有の意義や、資本コスト等を踏まえた採算性・合理性について精査を行い、その
採算性、合理性が乏しいと判断される銘柄については保有の見直し等を検討し、縮減を図ってまいります。

なお、政策保有株式の議決権行使については、個別銘柄ごとに応じた定性的かつ総合的な判断が必要なため、現時点では統一の行使基準を設
けておりませんが、投資先企業の中長期的な企業価値が期待できるかなどを総合的に勘案して、議案ごとに判断いたします。

【原則１-７】

当社は、関連当事者間の取引を行う場合には、リスク・コンプライアンス委員会にて当該取引の内容の妥当性・適正性について諮り、当社との関
連を有さない第三者との取引における通常の一般取引と同様の条件であることを前提として、取締役会の承認のもとに取引を実施することとして
おります。

【原則２-６】

当社は企業年金を実施しておりませんが、今後、状況に応じて検討してまいります。



企業年金を実施する場合には、企業年金のアセットオーナーとして期待される役割を認識した上で、責任ある行動に取り組んでまいります。

【原則３-１】

（１）会社の目指すところ（経営理念等）や経営戦略、経営計画

経営理念・経営戦略については、当社ホームページ及び有価証券報告書等で開示しております。

（２） コーポレートガバナンスに関する基本的な考え方と基本方針

本報告書の「１．基本的な考え方」をご参照ください。

（３）取締役が経営陣幹部・取締役の報酬を決定するに当たっての方針と手続

本報告書の「報酬の額又はその算定方法の決定方針の開示内容」をご参照ください。

（４）取締役会が経営陣幹部の選解任と取締役候補の指名を行うに当たっての方針と手続き

社内候補者の選定にあたっては、会社の業務に精通し、しかも人格識見ともに優れ、実行力とアイデアに富み、信念をもって職責を全うすることの
できる者を指名しております。

社外候補者の選定にあたっては、取締役会の監督・監査機能の強化を目的に、企業経営に関する知識・経験又は専門的な知識・経験を有し、企
業経営に対し中立の立場から客観的な助言ができる人材を選任しております。

上記の方針に基づいて、取締役会が推薦し、株主総会の決議により決定しております。

解任提案にあたっては、解任基準を踏まえたうえで、取締役会で決定いたします。

（解任基準）

１．健康上の理由から職務の継続が困難となった場合

２．職務を懈怠することにより著しく企業価値を毀損させた場合

３．選定基準に定める資質が認められない場合

（５）取締役会が上記（４）を踏まえて経営陣幹部の選解任と取締役候補の指名を行う際の、個々の選解任・指名についての説明

社外取締役候補者の選任理由を株主総会招集通知で開示いたします。

【補充原則４-１-１】

取締役会は、法令で定められた専決事項及び取締役会規程に定める事項の決定を行います。その他の主要な業務執行の決定については、職務
権限規程において、その権限委譲の範囲を定めております。

また、当社は意思決定・監督と業務執行の分離の観点から執行役員制度を導入しており、各執行役員は、執行役員制度規程、職務分掌規程及び
職務権限規程に基づき、所管する各部門の業務を執行します。

これにより、それぞれの役割と責任を明確化し、機能の強化を図るとともに、経営の効率化及び意思決定の迅速化、取締役会の活性化を目指し
ております。

【原則４-８】

当社は取締役11名のうち、３名が独立社外取締役であります。独立社外取締役は、企業経営に関する知識・経験又は専門的な知識・経験を有し
ており、当社の持続的な成長と中長期的な企業価値の向上に寄与しております。

【原則４-９】

当社は、社外取締役を選任するための独立性に関する基準及び方針は定めておりませんが、選任にあたっては、東京証券取引所の定める独立
性基準を参考に選任しております。加えて、取締役会の監督・監査機能の強化を目的に、企業経営に関する知識・経験又は専門的な知識・経験を
有し、企業経営に対し中立の立場から客観的な助言ができる人材を選任しております。

【補充原則４-１１-１】

当社は、定款により取締役は16名以内と規定しており、現在の取締役は11名であり、そのうち３名が独立社外取締役であり、その選任の方針は原
則３-１（４）の記載のとおりであります。また、現在の取締役会は、会社の業務に精通している者、企業法務や財務会計等に関する専門的な知識・
経験を備えた者等で構成されており、全体として適切なバランスが取れていると考えております。

【補充原則４-１１-２】

取締役の兼務状況は、株主総会招集通知、有価証券報告書で開示しておりますが、その兼務内容は適正な範囲に留まっております。なお、当社
取締役会での出席状況等 についても株主総会招集通知で開示しており、その役割・責務を適切に果たしております。

【補充原則４-１１-３】

当社は、取締役会の実効性に関する分析・評価及びその開示については、今後、検討してまいります。

【補充原則４-１４-２】

当社は、取締役の役割と責務を果たすため必要な知識の習得のため、適宜情報提供を行ったり、外部セミナーでの研修を実施しております。ま
た、新任の社外取締役に対しては、事業内容に関する説明や、開発物件及び管理物件の見学等を通して、当社グループについての知識・理解を
深めております。

【原則５-１】

当社は、株主・投資家の皆様の信頼と正当な評価を得ることを目指し、経営戦略や財務状況等に関する情報を「正確」「公平」かつ「適時」に提供
し、その内容を的確にご理解していただけるよう努めております。財務チームが関連部署と連携を図りつつ、IR活動を推進しております。個別の面
談に随時対応する他、決算説明会を年２回開催し、決算説明資料は四半期ごとに公表しております。

なお、各四半期の期末日の翌日から各決算発表までを沈黙期間とし、株主・投資家及びマスメディアとの面談においてはIR担当者が出席し、イン
サイダー情報の管理に留意しております。

２．資本構成

外国人株式保有比率 10%以上20%未満

【大株主の状況】



氏名又は名称 所有株式数（株） 割合（％）

京橋興産株式会社 12,000,600 47.81

ケネディクス株式会社 3,778,400 15.05

ゴールドマン・サックス・アンド・カンパニーレギュラーアカウント 3,057,621 12.18

ゴールドマン・サックス・インターナショナル 1,230,761 4.90

公共建物株式会社 559,600 2.23

山下修平 284,400 1.13

ザ　バンク　オブ　ニューヨーク　メロン　140042 203,879 0.81

伊藤毅 195,400 0.78

株式会社東京ウエルズ 193,200 0.77

近藤正昭 159,000 0.63

支配株主（親会社を除く）の有無 ―――

親会社の有無 なし

補足説明

・上記の大株主の状況に関する注記

１．2019年７月31日時点の株主名簿に基づき記載しております。

２．2019年２月12日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書の変更報告書において、ユナイテッド・マネージャーズ・ジャパン㈱が2019年２
月４日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社として2019年７月31日現在における実質所有株式数の確認ができませ
んので、上記大株主の状況には含めておりません。なお、その変更報告書の内容は次のとおりであります。

　大量保有者　　　　　ユナイテッド・マネージャーズ・ジャパン株式会社

　住所　　　　　　　　　 東京都港区赤坂５－４－15　ARA赤坂ビル　４階

　保有株券等の数　　株式　2,357,500株

　株券等保有割合　　9.03％

３．2019年５月20日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書において、カバウター・マネージメント・エルエルシーが2019年５月15日現在で
以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社として2019年７月31日現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記
大株主の状況には含めておりません。なお、その大量保有報告書の内容は次のとおりであります。

　大量保有者　　　　　カバウター・マネージメント・エルエルシー

　住所　　　　　　　　　 アメリカ合衆国イリノイ州60611、シカゴ、ノース・ミシガン・アベニュー401、2510号室

　保有株券等の数　　株式　1,341,600株

　株券等保有割合　　5.14％

３．企業属性

上場取引所及び市場区分 東京 第一部

決算期 7 月

業種 不動産業

直前事業年度末における（連結）従業員
数

100人以上500人未満

直前事業年度における（連結）売上高 100億円以上1000億円未満

直前事業年度末における連結子会社数 10社未満

４．支配株主との取引等を行う際における少数株主の保護の方策に関する指針

―――

５．その他コーポレート・ガバナンスに重要な影響を与えうる特別な事情

―



Ⅱ経営上の意思決定、執行及び監督に係る経営管理組織その他のコーポレート・ガバナンス体制の状況

１．機関構成・組織運営等に係る事項

組織形態 監査等委員会設置会社

【取締役関係】

定款上の取締役の員数 16 名

定款上の取締役の任期 1 年

取締役会の議長 会長（社長を兼任している場合を除く）

取締役の人数 11 名

社外取締役の選任状況 選任している

社外取締役の人数 4 名

社外取締役のうち独立役員に指定され
ている人数

3 名

会社との関係(1)

氏名 属性
会社との関係(※)

a b c d e f g h i j k

石久保　善之 公認会計士

山田　毅志 公認会計士

清水　琢麿 弁護士

寺本　光 他の会社の出身者 ○

※　会社との関係についての選択項目

※　本人が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「○」、「過去」に該当している場合は「△」

※　近親者が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「●」、「過去」に該当している場合は「▲」

a 上場会社又はその子会社の業務執行者

b 上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役

c 上場会社の兄弟会社の業務執行者

d 上場会社を主要な取引先とする者又はその業務執行者

e 上場会社の主要な取引先又はその業務執行者

f 上場会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家、法律専門家

g 上場会社の主要株主（当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者）

h 上場会社の取引先（d、e及びｆのいずれにも該当しないもの）の業務執行者（本人のみ）

i 社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者（本人のみ）

j 上場会社が寄付を行っている先の業務執行者（本人のみ）

k その他

会社との関係(2)

氏名
監査等
委員

独立
役員

適合項目に関する補足説明 選任の理由

石久保　善之 ○ ○ ―――

石久保氏は、公認会計士として企業会計に精
通しており、豊富な経験と幅広い知識を有する
ことから、監査等委員である社外取締役に選任
しております。また、独立性が疑われるような属
性は存在しないため、同氏と一般株主との間に
利益相反が生じる恐れはないと判断し、独立役
員に指定しております。



山田　毅志 ○ ○ ―――

山田氏は、公認会計士として企業会計に精通
しており、豊富な経験と幅広い知識を有するこ
とから、監査等委員である社外取締役に選任し
ております。また、独立性が疑われるような属
性は存在しないため、同氏と一般株主との間に
利益相反が生じる恐れはないと判断し、独立役
員に指定しております。

清水　琢麿 ○ ○ ―――

清水氏は、弁護士として企業法務に精通してお
り、豊富な経験と幅広い知識を有することか
ら、監査等委員である社外取締役に選任して
おります。また、独立性が疑われるような属性
は存在しないため、同氏と一般株主との間に利
益相反が生じる恐れはないと判断し、独立役員
に指定しております。

寺本　光 　 　

寺本氏は、当社の資本業務提携先・主要
株主であるケネディクス㈱の執行役員経
営企画部長です。同氏と当社との間に
は、上記を除き特別の利害関係はありま
せん。

寺本氏は、ケネディクス㈱の執行役員経営企
画部長として企業経営及び不動産事業に関す
る豊富な知見を有し、当社の経営に対する
様々な助言及び意見が期待されることから、社
外取締役に選任しております。

【監査等委員会】

委員構成及び議長の属性

全委員（名） 常勤委員（名）
社内取締役
（名）

社外取締役
（名）

委員長（議長）

監査等委員会 3 0 0 3 社外取締役

監査等委員会の職務を補助すべき取締
役及び使用人の有無

あり

当該取締役及び使用人の業務執行取締役からの独立性に関する事項

監査等委員会の職務は、内部監査室の使用人がこれを補助し、当該使用人の任命・異動等人事権に係る事項の決定には、監査等委員の事前同
意を得ることにより、取締役（監査等委員である取締役を除く）からの独立性を確保します。

監査等委員会より監査職務の遂行に必要な指示を受けた内部監査室は、その指示に関して、監査等委員会のみからの指示に基づいて行い、当
該指示された業務に関して監査等委員である取締役以外の取締役の指揮・命令を受けないものとし、これにより監査等委員会の指示の実効性を
確保します。

監査等委員会、会計監査人、内部監査部門の連携状況

監査等委員会は、内部監査室と年間監査計画及び監査報告の共有などを通じて連携を密にし、監査の質的向上を図っております。また、会計監
査人とも連携し、効率的かつ実効性のある監査体制を構築しております。

内部監査室は、内部監査規程に基づき、必要な業務監査を実施するなど内部統制の充実に努めております。監査等委員会及び会計監査人と
は、意見交換や情報交換を行うなどの連携をとり、監査の有効性や効率性の向上に努めております。また、内部統制についても、内部監査室が
当社全体の法令遵守状況や業務リスクを把握し、その整備状況や運用状況の評価・是正に努めており、また、会計監査人との意見交換、情報交
換を定期的に実施することで、内部統制の有効性を高めております。

【任意の委員会】

指名委員会又は報酬委員会に相当する
任意の委員会の有無

なし

【独立役員関係】

独立役員の人数 3 名

その他独立役員に関する事項

―――

【インセンティブ関係】



取締役へのインセンティブ付与に関する
施策の実施状況

ストックオプション制度の導入、その他

該当項目に関する補足説明

当社グループの業績向上及び企業価値増大に対する意欲や士気を高めること等を目的として、ストックオプション制度を導入しております。

また、株価変動のメリットとリスクを株主の皆様と共有し、株価上昇及び企業価値向上への貢献意欲を従来以上に高めることを目的として、譲渡制
限付株式報酬制度を導入しております。

ストックオプションの付与対象者 社内取締役、従業員、子会社の従業員

該当項目に関する補足説明

当社の取締役（監査等委員である取締役を除く。）、当社及び当社子会社の従業員に対し、当社の業績及び企業価値増大に対する意欲や士気等
を高めることを目的として付与しております。

付与先及び付与数

第１回ストック・オプション

当社取締役４名、当社従業員12名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　普通株式1,820,000株（注）

第２回ストック・オプション

当社取締役１名、当社従業員２名、当社子会社従業員２名　　　　　普通株式380,000株（注）

（注）当社は、2014年12月10日付で普通株式１株につき50株の株式分割を、2016年11月１日付及び2018年８月１日付で普通株式１株につき２株の
株式分割を行っております。ストック・オプションの行使による株式の付与数は、分割後の株式数に換算して記載しております。

【取締役報酬関係】

（個別の取締役報酬の）開示状況 一部のものだけ個別開示

該当項目に関する補足説明

会社法、金融商品取引法、企業内容等の開示に対する内閣府令等、関係法令の定めに従って開示を行っております。

報酬の額又はその算定方法の決定方針
の有無

あり

報酬の額又はその算定方法の決定方針の開示内容

当社は、株主総会で決議された報酬限度額の範囲内で、取締役（監査等委員である取締役を除く。）については取締役会の決議、監査等委員で
ある取締役については監査等委員の協議により、報酬額を内規に基づき決定しております。また、退職慰労金は支給しないものとしております。

【社外取締役のサポート体制】

社外取締役へのサポートは、総務チームで行っております。取締役会の資料は、原則として事務局である総務チームより事前に送付し、社外取締
役が十分な検討を行う時間を確保するとともに、必要に応じて事前説明を行っております。

２．業務執行、監査・監督、指名、報酬決定等の機能に係る事項（現状のコーポレート・ガバナンス体制の概要）

（a）取締役会

　取締役会は取締役11名により構成され、原則として毎月１回の定例取締役会の他、必要に応じて臨時取締役会を開催し、取締役会規程に基づ
き、経営上の重要事項を決定しております。第11期は17回開催されました。なお、取締役11名のうち３名は、監査等委員である社外取締役として
選任されております。これにより、外部の客観的及び中立的な意見を取り入れ、経営監督機能が十分に発揮できる体制を整えております。

　（構成員の氏名）

　　代表取締役会長　山下修平（議長）、代表取締役社長　亀山忠秀、取締役副社長　近藤正昭、

　　取締役執行役員　永浜英利、同　小泉武宏、同　後藤信秀、同　山本岳至、

　　取締役（社外）　寺本光、監査等委員（社外）　石久保善之、同　山田毅志、同　清水琢麿

（b）監査等委員会

　監査等委員会は監査等委員である社外取締役３名により構成され、原則として毎月１回開催しております。第11期は13回開催されました。内部
監査室及び会計監査人とも随時情報交換を行い、監査の実効性と効率性の向上に取り組んでおります。

　（構成員の氏名）

　　監査等委員（社外）　石久保善之（議長）、同　山田毅志、同　清水琢麿

（c）執行役員制度

　当社では、意思決定・監督と業務執行を分離することにより、それぞれの役割と責任を明確化し、機能の強化を図るとともに、経営の効率化及び
意思決定の迅速化、取締役会の活性化を目指し、執行役員制度を導入しております。

　取締役会決議事項等の業務執行に関する重要な事項については、原則として毎週１回開催するグループリーダー会議で審議を行うこととしてお
ります。グループリーダー会議は、社長、常勤取締役、部門責任者または部門責任者が指名する者、内部監査室長及び事務局で構成されており



ます。

（d）内部監査室

　当社は、代表取締役社長直轄の内部監査室を設置しており、人員は専任１名であります。内部監査室は社内の主要な会議体に出席し、業務執
行の適法性について監視し検証しております。また、監査等委員会及び会計監査人と緊密に連携しながら、当社全体を対象に定期的な実地監査
及び書類監査を実施しております。監査対象部門から知り得た情報は代表取締役社長へ報告し、業務の改善に役立てるとともに、関係者に対し
て監査結果をフィードバックし是正を求める等、業務の適正性の確保に努めております。

（e）リスク・コンプライアンス委員会

　当社は、コンプライアンス重視の経営及びリスク管理の推進及び強化を目的として、リスク・コンプライアンス委員会を設置しており、原則として四
半期に１回開催しております。本委員会は、社長、常勤取締役及び監査等委員である取締役、コーポレートサービス部門長及び内部監査室長、弁
護士、公認会計士等の外部有識者で委員会の決議により任命された者により構成されており、社内諸規程及び各種法令等に基づく適切な経営を
実現するため、社内外の問題について検討、諮問を行っております。また、当社では従業員からの法令違反等に関する通報を適切に処理するた
めの通報窓口を設置し不正行為等の早期発見と是正を図ることにより、コンプライアンス体制の強化に向けた体制を構築しております。

（f）投融資委員会

　当社は、意思決定の迅速化及び機密情報保守の徹底を目的とし、投融資委員会を設置しており、議案があるときに開催しております。本委員会
は、社長、常勤取締役、部門責任者等で構成されており、財務方針、資金計画、資本政策及び重要な投資案件等の審議・検討を行い、方針を決
定いたします。その後、必要な社内手続きを経て承認されますが、投融資委員会で決定された方針が最大限尊重されます。

（g）会計監査人

　当社は、会社法に基づく会計監査人並びに金融商品取引法に基づく会計監査人としてEY新日本有限責任監査法人を選任しており、同監査法人
との間で会社法監査と金融商品取引法監査について監査契約を締結しております。なお、同監査法人及び当社監査に従事する同監査法人の業
務執行社員と当社の間には特別の利害関係はありません。

　同監査法人の継続監査期間、業務を執行した公認会計士の氏名及び監査業務に係る補助者構成については下記のとおりです。

　（継続監査期間）

　　４年

　（業務を執行した公認会計士の氏名）

　　指定有限責任社員　業務執行役員　竹之内和徳、同　根津美香

　（監査業務に係る補助者の構成）

　　公認会計士５名、その他15名

３．現状のコーポレート・ガバナンス体制を選択している理由

　当社は、2015年10月29日開催の定時株主総会をもって、監査役会設置会社から監査等委員会設置会社へ移行いたしました。この移行は、監査
等委員である取締役に、取締役会における議決権を付与することで、取締役会の監督機能をより一層強化するとともに、当社のコーポレート・ガバ
ナンス体制の一層の強化を図ることを目的としております。

　事業内容及び会社規模等に鑑み、執行機能と監督・監査機能のバランスを効果的に発揮する観点から、上記のような体制が当社にとって最適
であると考えております。執行役員制度を導入し、取締役会の意思決定機能及び監督機能の強化、執行責任の明確化及び業務執行の迅速化を
図る一方、社外取締役を加えた取締役会による業務執行の監督機能、及び監査等委員会による監督・監査機能の整備・運用により、適切なガバ
ナンス体制の整備を図っております。



Ⅲ株主その他の利害関係者に関する施策の実施状況

１．株主総会の活性化及び議決権行使の円滑化に向けての取組み状況

補足説明

株主総会招集通知の早期発送
当社では、株主総会招集通知を法定期日より前に発送しており、今後も早期発送に努め
てまいります。また、第11期定時株主総会においては、株主への早期情報提供のため、
招集通知発送に先立ち、TDnet及び当社ホームページへ招集通知を掲載しております。

集中日を回避した株主総会の設定
当社は７月期決算であるため、定時株主総会は10月下旬に開催しております。そのため、
集中日での開催は回避できていると考えております。

電磁的方法による議決権の行使 今後検討すべき課題と認識しております。

議決権電子行使プラットフォームへの参
加その他機関投資家の議決権行使環境
向上に向けた取組み

今後検討すべき課題と認識しております。

２．ＩＲに関する活動状況

補足説明

代表者
自身に
よる説
明の有
無

ディスクロージャーポリシーの作成・公表 ＩＲポリシーを制定し、当社ホームページにて公表しております。

個人投資家向けに定期的説明会を開催 適宜開催しております。 あり

アナリスト・機関投資家向けに定期的説
明会を開催

代表取締役社長が出席する決算説明会を半期ごとに開催しております。 あり

IR資料のホームページ掲載
当社ホームページ内にIR情報のページを設け、適時開示資料、有価証券報告
書、四半期報告書、決算説明会資料等を掲載しております。なお、海外投資家
向けにも英語版の資料を掲載しております。

IRに関する部署（担当者）の設置 財務チームが担当しております。

３．ステークホルダーの立場の尊重に係る取組み状況

補足説明

環境保全活動、ＣＳＲ活動等の実施

・2015年10月より、上智大学にて寄付講座「ロジスティクス」を開講しております。消費者の
ニーズが多様化している中、物流の効率化を推進するロジスティクスの重要性は増してお
り、将来ロジスティクスやサプライチェーンマネジメントに携わる人材の育成を目的としてお
ります。

・当社が開発する物流施設では環境や省エネルギーに配慮した施設づくりを行い、
CASBEE評価認証やBELS評価等を取得しております。

ステークホルダーに対する情報提供に
係る方針等の策定

当社は、各ステークホルダーに対し、透明性及び公平性を確保するため、証券取引所の定
める規則に従い、適時・適切な情報提供を行うことが重要だと考えております。当社ホーム
ページへの資料掲載等を通して、積極的な情報提供を行ってまいります。



Ⅳ内部統制システム等に関する事項

１．内部統制システムに関する基本的な考え方及びその整備状況

　取締役会にて決議した内部統制システム構築の基本方針に基づき、内外環境の変化に応じて、法令の遵守、業務執行の適正性・効率性の確保
等に向けた継続的な改善・充実を図り、ガバナンスの強化に向け取り組んでおります。なお、内部統制システム構築の基本方針は以下のとおりで
あります。

（取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制）

ａ．取締役会は、法令・定款・取締役会規程等に基づき、経営に関する重要事項を決定するとともに、取締役の職務執行を監督する。

ｂ．監査等委員会は、法令が定める権限を行使するとともに、監査等委員会監査基準等に基づき取締役の職務の執行を監査する。

ｃ．役職員は、倫理規程に基づき、法令・定款を遵守した行動を取る。

ｄ．業務遂行にあたり、コンプライアンス体制の推進、維持について、リスク・コンプライアンス管理規程に則り、リスク・コンプライアンス委員会を設
置し、全社のコンプライアンスの取り組みを横断的に統括する。

ｅ．内部監査室は代表取締役社長の直轄として設置され、内部監査規程に基づき、独立した組織的立場において、定期的に内部統制システムの
運用状況について内部監査を行い、改善が必要な事例については、その解決のために指導を行う。

ｆ．当社グループは、内部通報者保護の観点から、役職員が社内において法令違反行為が行われ、または行われようとしていることを知りえた場
合には、通報しやすい窓口として内部通報制度を整備するとともに、通報者に対しては、不利益な取り扱いが行われない体制を確保する。

ｇ．反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方として、当社は市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力とは断固として対決し、これ
らとかかわりのある企業、団体、個人とはいかなる取引も行わない旨を倫理規程に定め、周知徹底するとともに、平素より関係行政機関などから
の情報収集に努め、事実の発生時には関係行政機関や法律の専門家と緊密に連絡を取り、組織全体として速やかに対処できる体制を構築す
る。

（取締役の職務執行に係る情報の保存及び管理に関する体制）

　機密文書管理規程に従い、取締役の職務執行に係る情報を文書または電磁的媒体（以下、文書等という）に記録し、保存する。取締役及び各監
査等委員及び監査等委員会の職務を補助すべき使用人は、常時これらの文書等を閲覧できるものとする。文書等の保管期間及び保管場所は、
機密文書管理規程に定めるところによる。

（損失の危険の管理に関する規程その他の体制）

　リスク・コンプライアンス管理規程に従い、リスク管理体制を明確にするとともに、内部監査室が部署毎のリスク管理の状況を監査し、その結果を
定期的に取締役会に報告する。当社グループの特性上重要度の高いリスクである一定額以上の不動産投資案件については、投融資委員会にお
いて、総合的な判断で管理する。組織横断的リスク状況の監視ならびに全社的対応はコーポレートサービス部門がこれを行う。

（取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制）

　取締役会を月１回定時に開催するほか、必要に応じて臨時に開催することで、迅速かつ適切な意思決定を行う体制を整備する。執行役員制度
の導入により、取締役が経営上の判断業務に専念できる体制とし、取締役の職務執行の効率性を確保するとともに、経営環境の変化に迅速に対
応した意思決定を行えるように、取締役会専決事項を含む重要な事項を審議する機関として週１回定時でグループリーダー会議を開催する。

　取締役会の決定に基づく業務執行については、取締役会規程、職務権限規程、職務分掌規程等の関連諸規定を定め、権限と責任を明確化す
る。

　以下の経営管理システムにより、取締役の職務執行の効率化を図る。

ａ．取締役、従業員が共有する全社的な目標を定め、この浸透を図るとともに、この目的に基づく３年を期間とする中期事業計画を策定する。

ｂ．取締役会は、中期事業計画に基づき、毎期事業部門毎の業績目標と予算を作成する。設備投資、新規事業等については、原則として、中期事
業計画の目標達成への貢献を基準に、その優先順位を決定する。同時に各事業部への効率的な人的資源の配分を行う。

ｃ．各事業部を担当する執行役員は、各事業部が実施すべき具体的な施策及び権限分配を含めた効率的な業務執行体制を決定する。

ｄ．前項の決定にあたり、職務分掌規程、職務権限規程及び稟議規程との整合性に留意し、必要に応じ取締役会承認のもと上記規程を改定す
る。

ｅ．月次の業績は、ＩＴを積極的に活用したシステムにより月次ベースで迅速に管理会計としてデータ化し、取締役及び取締役会に報告する。

ｆ．取締役会は、毎月この結果をレビューし、目標未達の場合は、その要因を排除・低減する改善策を報告させる。

ｇ．前項の議論を踏まえ、各事業部を担当する執行役員は、各事業部が実施すべき具体的な施策及び権限分配を含めた効率的な業務執行体制
を改善する。

（子会社の取締役等の職務執行に係る事項の当社への報告に関する体制）

　当社は関係会社管理規程に基づき、子会社の経営管理に必要な資料の提出を求め、経営状況と財務状況を把握し、必要と認めた事項につい
ては取締役会において報告する。

（当社の子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制）

ａ．当社はリスク・コンプライアンス管理規程に基づき、リスク・コンプライアンス委員会を定期的に開催し、当社グループ全体のリスク管理を行う。

ｂ．内部監査室は、当社グループの内部監査を実施し、その結果を取締役会に報告し、必要に応じて内部統制の改善策の指導、実施の支援・助
言を行う。

（当社の子会社の取締役等の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制、当社の子会社の取締役及び使用人の職務の執行が
法令及び定款に適合することを確保するための体制）

　当社は関係会社管理規程に基づき、当社グループ全体の事業特性を踏まえた管理等を効率的に行うとともに、当社グループの適正な業務運営
のための管理体制及びリスク・コンプライアンス管理体制の整備を支援する。

（監査等委員会の職務を補助すべき取締役及び使用人に関する事項ならびにその取締役及び使用人の他の取締役（監査等委員である取締役を
除く。）からの独立性に関する事項）

　監査等委員会の職務は、内部監査室の使用人がこれを補助し、当該使用人の任命・異動等人事権に係る事項の決定には、監査等委員の事前
同意を得ることにより、取締役（監査等委員である取締役を除く。）からの独立性を確保する。

（監査等委員会による監査等委員会の職務を補助すべき取締役及び使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項）

　監査等委員会より監査職務の遂行に必要な指示を受けた内部監査室は、その指示に関して、監査等委員会のみからの指示に基づいて行い、



当該指示された業務に関して監査等委員である取締役以外の取締役の指揮・命令を受けないものとし、これにより監査等委員会の指示の実効性
を確保する。

（取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使用人が監査等委員会に報告するための体制）

　取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使用人は、法定の事項に加えて、会社に著しい損害を及ぼす事実があることを発見したときに
は、監査等委員会に報告する。

（子会社の取締役等または取締役等から報告を受けた者が当社の監査等委員会に報告するための体制）

　子会社の取締役等は、子会社の監査役から報告を求められた事項について速やかに子会社の監査役及び監査役会に報告するとともに、当社
の子会社担当部署に報告する。

　当社の子会社担当部署は、子会社の取締役または使用人から法令及び規程に定められた事項のほか、子会社の監査役から報告を求められた
事項について報告を受けた場合には、速やかに監査等委員会にその内容を報告する。

（前２項の報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取り扱いを受けないことを確保するための体制）

　前２項の報告をした者が、当該報告を理由として、人事上その他一切の点で、当社及び子会社から不利益な取り扱いが行われないことを当社及
び子会社の社内規程に明記する。

（監査等委員の職務の執行（監査等委員会の職務の執行に関するものに限る。）について生ずる費用の前払いまたは償還の手続その他の当該
職務の執行について生ずる費用または債務の処理に係る方針に関する事項）

　当社は、監査等委員がその職務の執行（監査等委員会の職務の執行に関するものに限る。）について生ずる費用の前払または支出した費用等
の償還、負担した債務の弁済を請求したときは、その費用等が監査等委員の職務の執行について生じたものでないことを証明できる場合を除き、
これに応じる。

（その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制）

　監査等委員会による各事業部を担当する執行役員及び重要な使用人からの個別ヒアリングの機会を必要に応じて設けるとともに、代表取締役
社長、監査法人及び内部監査室それぞれの間で定期的に意見交換会を実施し、監査の実効性を確保できる体制とする。

２．反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及びその整備状況

（1）反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方

当社では、「反社会的勢力による不当要求への対応要領」及び「反社会的勢力の排除にかかる信用調査実施要領」を定め、反社会的勢力からの
不当要求行為に対し組織的に対処することで断固として排除し、不当要求行為に対する被害を防止すること及び社会的責任の観点から反社会的
勢力との関係遮断への取組みを推進しております。

（2）反社会的勢力の排除に向けた社内体制の整備状況及び具体的な取り組み

当社は、社長、常勤取締役及び監査等委員である取締役等で構成するリスク・コンプライアンス委員会を設置し、反社会的勢力の関与を監視する
体制を整えております。運用面におきましては「反社会的勢力による不当要求への対応要領」を策定し、この要領に基づいた対応を全従業員に周
知徹底しております。また、公益社団法人警視庁管内特殊暴力防止対策連合会に加入しており、反社会的勢力の情報収集を行い、積極的に排
除していくよう取り組んでおります。

また、当社で使用している全ての雛型契約書には、国土交通省発表の「反社会的勢力排除のための標準モデル条項例」に沿った内容の反社会
的勢力排除条項を記載しております。そのため、取引先が反社会的勢力であることが判明した場合には、即時に契約解除することができる内容と
なっております。

また、「反社会的勢力の排除にかかる信用調査実施要領」を定め、取引先をはじめ、役員、従業員、株主に対し信用調査を実施する旨及び実施
の方法について定めております。



Ⅴその他

１．買収防衛策の導入の有無

買収防衛策の導入の有無 なし

該当項目に関する補足説明

―――

２．その他コーポレート・ガバナンス体制等に関する事項

―――




